
広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

Vol.209
平成25年12月15日号
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■主な内容
Ｐ２　冬季の感染症に注意
Ｐ３　保育所入所申し込みが始まります
Ｐ４　民生・児童委員が決まりました

湯沢市ホームページ　湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/http://www.city-yuzawa.jp/

緊張と感動と緊張と感動と

湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

緊張と感動と
　1111月3030日、雄勝中学校体育館で行われた野球日、雄勝中学校体育館で行われた野球
教室。元読売巨人軍の選手で、ＷＢＣ日本代表教室。元読売巨人軍の選手で、ＷＢＣ日本代表
チームのコーチを務めた緒方耕一さん、読売巨チームのコーチを務めた緒方耕一さん、読売巨
人軍の内海哲也・長野久義選手が講師となって、人軍の内海哲也・長野久義選手が講師となって、
守備や走塁、ピッチングやバッティングをアド守備や走塁、ピッチングやバッティングをアド
バイス。参加した小・中学生は、目を輝かせなバイス。参加した小・中学生は、目を輝かせな
がら、３人の指導に真剣に聞き入っていましたがら、３人の指導に真剣に聞き入っていました

うつみうつみ てつやてつや ちょうのちょうのひさよしひさよし

おがたおがた こういちこういち

　11月30日、雄勝中学校体育館で行われた野球
教室。元読売巨人軍の選手で、ＷＢＣ日本代表
チームのコーチを務めた緒方耕一さん、読売巨
人軍の内海哲也・長野久義選手が講師となって、
守備や走塁、ピッチングやバッティングをアド
バイス。参加した小・中学生は、目を輝かせな
がら、３人の指導に真剣に聞き入っていました

うつみ てつや ちょうのひさよし

おがた こういち
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湯沢保育所

おがち保育園

皆瀬保育園

湯沢保育園

湯沢乳児保育園

みたけ保育園

岩崎保育園

深堀保育園

双葉乳児保育園

あおぞら保育園

駒形保育園

区分 保育所（園）名 住　　所 電話番号 定員 開所時間 その他事業

田町二丁目3番52号

横堀字土渕28番地

皆瀬字沢梨台47番地2

柳町二丁目4番37号

元清水二丁目3番26号

裏門一丁目2番33号

岩崎字千年71番地4

深堀字高屋敷58番地3

表町四丁目5番25号

三梨町字古三梨155番地

駒形町字八面狐塚58番地

☎73‒2272

☎52‒2559

☎46‒2446

☎73‒2361

☎72‒2728

☎73‒1745

☎72‒3165

☎72‒2512

☎56‒6888

☎42‒3117

☎42‒2223

午前7時30分～午後7時

午前7時30分～午後6時30分

午前7時30分～午後6時30分

午前7時～午後7時

午前7時～午後7時

午前7時～午後7時

午前7時～午後7時

午前7時～午後7時

午前7時～午後7時

午前7時～午後6時30分

午前7時30分～午後6時30分

体調不良児保育

体調不良児保育

120

200

90

120

40

90

90

60

30

160

60

・体調不良児保育
・休日保育

病後児保育
（他保育園児可）

休日保育
（他保育園児可）

公　

立

私　
　
　
　
　

立

▶保育所（園）の休業日：日曜・祝日・振替休日、年始（１月１日～3日）。このほか、行事や災害などで臨時に休業することがあります。
▶開所時間や事業内容が変更になる場合があります。

▷▶保育所（園）一覧 12月１日現在

　保育所は、保護者の就労や病気あるいは介護などの
理由により、日中、家庭で保育ができない状態（保育
に欠ける家庭）にある子どもを保育する児童福祉施設
です。幼児教育や集団生活に慣れさせるためという理
由だけでは入所の対象になりません。
　ただし、おがち保育園は認定こども園のため、平成
26年4月１日に3歳に達している子どもは、家庭で保
育できる・できないにかかわらず入所できます。
◎申し込み方法
　26年4月１日から新たに保育所への入所を希望する
場合は、次の日程で申し込みを受け付けます。
　事前に申請書類を福祉課児童福祉班などで受け取り、
「平成26年度入所申込のしおり」を参考に必要事項を
記入して、受付場所へ提出してください。
　なお、双葉乳児保育園への入所を希望する場合は、
直接、双葉乳児保育園へ申し込んでください。
▶受付期間
　平成26年１月6日㈪～17日㈮午前9時～午後5時／
　土・日曜日、祝日を除く
※受付期間を過ぎてから申し込んだ場合は、入所審査・
決定が遅れることがあります。
▶申請書類の配布・受付
　福祉課児童福祉班または各総合支所市民サービス班

　市では、県の補助を受けて所得制限以下の家庭
を対象に、保育所（園）などに入所している児童
の保護者の経済的負担を軽減するための支援をし
ています。
　対象となる人は、入所申し込みまたは現況届提
出の際に申請してください。（申請書は、申込書
類・現況届と一緒に配布します）

▶手続きに必要なもの
　申込書類一式、福祉医療費受給者証、印鑑
◎保育料の決定
　児童の扶養義務者（基本的には両親の合算。場合に
より祖父母なども対象）の平成25年分所得税額と平成
25年度分市町村民税額により決定されます。
※保育料は4月に仮決定し、税額の確定後、8月に本
決定となります。
※きょうだいが保育所または幼稚園などに入所してい
る場合は、2人目以降の保育料が軽減されます。

　□■　今年度保育所に入所している児童は　■□
　来年度も同じ保育所へ継続入所を希望する場合は、
現況届を提出することになります。現況届の用紙は、
後日保育所を通じて配布します。なお、転園する場合
は、新たに入所する児童と同様の申し込みが必要です。

◎問い合わせ
　福祉課児童福祉班（☎73‒2111内線514･515）へ

◆◇　すこやか子育て支援事業　◇◆

保育所入所
申し込みが
始まります
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、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱

と
い
っ
た
症
状
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あ
り
、
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あ
れ
ば
一
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二
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落
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着
き
ま
す
が
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抵
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力
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い
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く
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吐
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配
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調
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し
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②
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感
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感
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熱
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③
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感
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吐
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手
洗
い
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予
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の
ポ
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ン
ト

▼
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出
後
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ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
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調
理
や

　

食
事
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前
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ふ
ん
便
や
お
う
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を
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で
洗
い
流
す
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
大

　

幅
に
減
少
し
ま
す
。
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⑵
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吐
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す
。
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吐
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。

　

か
ぜ
症
候
群
（
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
・
鼻
づ

ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
、
た
ん
）
に
加

え
、
38
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・
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身
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感
な
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が
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す
。
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症
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合
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起
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あ
り
ま
す
。
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適
度
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度
（
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50
〜
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ー
セ
ン
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つ
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し
イ
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っ
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ス
ク
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す
る
な
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き
エ
チ
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ッ
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れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

バ
ラ
ン
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の
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を
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こ
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適
度
な
運
動
を
す
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こ
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、
厚
着
を
し
過
ぎ

な
い
な
ど
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掛
け
る
こ
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必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
は
、
重
症
化
防
止
の
効
果
が
あ
り
ま
す

の
で
、
接
種
を
考
え
て
い
る
人
は
、
な
る
べ

く
年
内
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎家庭用漂白剤（ハイターやブリーチな　
　どの塩素系漂白剤）を使用した場合
▶原液約40ミリリットル（ペットボトル
　のキャップ8杯分）に水道水を足して
　2リットルにする
※使用の際は換気を十分にしてください。
※皮膚に対して刺激作用があるため、ビニール
手袋などを使用してください。また、手指など
皮膚の消毒には使用しないでください。

　ノロウイルスは、冬季を中心に発生する
感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。
感染力が非常に強く、少量のウイルスでも
口から体内に入ることで感染するため、保
育園や幼稚園、学校、社会福祉施設など集
団生活の場で大流行になることもあります。

子どもや高齢者は
要注意！　　　　― ノロウイルス

　毎年、１月上旬から3月下旬にかけて流
行するインフルエンザ。予防するには、み
んなの「かからない」「うつさない」という
気持ちが大切です。人から人へと感染する
ので、感染経路を絶つこと、そして一人一
人が免疫力や抵抗力を高めることが必要です。

早めの予防が
肝心！　　　　― インフルエンザ

け
ん
た
い
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す
る
と
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な
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？
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拡
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イ
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抗
力
を
つ
け
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免
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経
路
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つ
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に

感

▷ 消毒液の作り方 ◁

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
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と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
。
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も
重
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す
る
と
命
に
か
か
わ
る
感
染
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で
す
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予
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で
、
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と
重
症
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ま
し
ょ
う
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ル
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ザ
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化
す
る
と
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に
か
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わ
る
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で
す
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予
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と
対
策
で
、
感
染
と
重
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を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
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冬
季
の
感
染
症
に
注
意
！

冬
季
の
感
染
症
に
注
意
！
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ザ
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ン
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湯沢市民生・児童委員名簿（任期：平成25年12月1日～平成28年11月30日）（敬称略）

名　前 電話番号 担当行政区
湯
沢
地
域

名　前 電話番号 名　前
湯
沢
地
域

稲
川
地
域

名　前 電話番号 担当行政区
稲
川
地
域

雄
勝
地
域

民生・児童委員名簿のホームページでの公開はいたしません
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市民と行政とのパイプ役

　12月1日付けで、民生・児童委員と主任児童委員が選任され
ました。民生・児童委員は、地域の身近な支援者として活動し
ています。気軽にご相談ください。

生活のご相談は
民生・児童委員へ
ています。気軽にご相談ください。

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
法

に
よ
り
各
地
区
に
置
か
れ
、
社
会
奉
仕

の
精
神
の
下
、
地
域
の
社
会
福
祉
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
、
高
齢
者
、
身
体
障
が
い

者（
児
）、
児
童
・
母
子
福
祉
な
ど
の
問

題
や
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
て
相
談
し
た
い
と
き
、
ま
た
、

福
祉
や
医
療
、
介
護
の
制
度
を
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
き
な
ど
、
そ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
助
言
や
行
政

機
関
へ
の
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
や
不
登
校
な
ど
の
児
童

福
祉
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
専

門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
（
左

表
参
照
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の

地
域
を
担
当
す
る
民
生
・
児
童
委
員
と

一
緒
に
援
助
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

湯沢市主任児童委員名簿（敬称略）
（任期：平成25年12月1日～平成28年11月30日）

名　前

名　前 担当区域電話番号

電話番号 担当行政区
雄
勝
地
域

皆
瀬
地
域

◆相談・支援件数
●在宅福祉・介護保険　　562件
●家族関係　　　　　　　121件
●住居　　　　　　　　　174件
●健康・保健医療　　　　260件
●仕事　　　　　　　　　 55件
●生活費　　　　　　　　172件
●年金・保険　　　　　　 19件
●生活環境　　　　　　　359件
●子育て・母子保健　　　 89件
●子どもの地域生活・教育・学校生活　835件
●日常的な支援・その他　3,566件

◆その他の活動件数
●調査・実態把握　　　1,788件
●証明事務　　　　　　　314件
●行事・事業・会議への参加・協力　3,743件
●民児協運営・研修　　2,778件
●要保護児童の発見の通告・仲介　90件
●地域福祉活動・自主活動　6,106件

◆訪問回数
●訪問・連絡活動　 12,563回
●その他　　　　　  6,572回

◆連絡調整回数
●委員相互　　　　　3,631回
●その他の関係機関　3,354回

平成24年度の民生委員・児童委員活動状況

主任児童委員名簿のホームページでの公開はいたしません
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　冬期間は、気温の低下により水道管の凍結や破裂が予想されます。
　気温がマイナス4℃以下になるときや真冬日が続くときなどに、
水道管の凍結や破裂などが起こりやすくなるといわれています。
　その多くは、就寝前や外出前の水抜きなどちょっとした
心掛けで防ぐことができます。
　こまめに不凍栓で水抜きを行い、凍結防止に努めましょう。
【注意】不凍栓を中途半端に閉めると漏水の原因となり水道料金が
　　　 高くなりますので、不凍栓はしっかりと開閉してください。

○問い合わせ　水道課管理業務班（☎73‒2111 内線422～424）
※年末年始（12月28日～1月5日）の水道トラブルや休日当番店については水道課関口水源地（☎73-2312）
へ問い合わせください。

水道管の凍結などにご注意を水道管の凍結などにご注意を水道管の凍結などにご注意を

　水道管が凍結や破裂した場合の修理は、
湯沢市指定給水装置工事事業者へ申し込んでください。
　年末年始の期間中も、休日当番店が対応します。

　水道管が凍結や破裂した場合の修理は、
湯沢市指定給水装置工事事業者へ申し込んでください。
　年末年始の期間中も、休日当番店が対応します。

●募集事業
♪ピアノの響き
•と　き　平成26年10月18日㈯
•内　容　ピアノリレー
•定　員　40組程度
♪伝統の響き
•と　き　平成26年11月1日㈯
•内　容　酒屋唄・お酒にちなんだ民謡
•定　員　若干名
♪楽器の響き
•と　き　平成26年11月2日㈰
•内　容　プロの指揮者・ソリストとの合同演奏
　　　　　と合唱
•定　員　吹奏楽60人程度、合唱20人程度
●応募期限　平成25年12月27日㈮
●応募方法　湯沢・雄勝文化会館や各生涯学習セ
　ンターに備え付けの応募用紙または市ホームペ
　ージからダウンロードした応募用紙に必要事項
　を記入し、下記へ提出してください
●応募先・問い合わせ　第29回国民文化祭湯沢市
　実行委員会事務局（生涯学習課社会教育文化班
　内☎42-5810）へ

第29回国民文化祭・あきた2014
「湯沢に集う音楽の祭典」 の
　　出演者を追加募集します

【事業の開催は来年です】

第29回国民文化祭・あきた2014
「湯沢に集う音楽の祭典」 の
　　出演者を追加募集します

【事業の開催は来年です】

第29回国民文化祭・あきた2014
「湯沢に集う音楽の祭典」 の
　　出演者を追加募集します

【事業の開催は来年です】

【窓口業務】
　市役所は、12月28日㈯から平成26年1月5日㈰
までの9日間休みになります。
○住民票、印鑑登録証明書、戸籍謄本等戸籍証明
　書の交付および印鑑登録
•と　き　12月30日㈪午前9時～午後5時
•ところ　本庁舎市民課
※転入・転出などの異動届は受け付けできません。
○出生届、婚姻届、死亡届など
　休み期間中、宿日直職員が受け付けます。ただ
し、平成26年1月1日㈬、2日㈭は、湯沢火葬場
が休みとなり、使用できません。3日㈮以降の火
葬場の使用については、2日㈭午前8時30分から
午後5時まで、湯沢火葬場で予約を受け付けます。
※宿日直で受け付けた戸籍の届け出については、
休み明けに改めておいでいただく場合があります。
○問い合わせ　市民課住民班
　　　　　　　（☎73‒2111内線151・152）へ
【年末年始の祝祭日歯科診療】
○当番医　12月31日㈫＝川連歯科医院（☎42‒466
  6）、平成26年1月1日㈬＝大山歯科医院（☎72‒
  4222）、2日㈭＝小番歯科医院（☎73‒2647）、3
　日㈮＝田中歯科医院（☎73‒2314）

年末年始生活情報
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○
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下
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提
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第32回
元旦ランニングの集い
第32回
元旦ランニングの集い
第32回
元旦ランニングの集い

事故を起こした場合または発見した場合は、お近くの
国や県の機関、市役所、消防署、警察署等へご連絡ください
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　平成7年1月に保護司を委嘱されてから現在に至る
まで18年余りの長きにわたり、保護観察対象者の改善
更生や 「社会を明るくする運動」 などの犯罪予防活動
に尽力されています。
　また、平成19年から湯沢地区保護司会理事として、
保護司組織の運営に寄与されています。
　今回の表彰を受け、沓澤さんは 「保護司となって約
18年。活動を続けられたのは、先輩たちのご指導と仲
間の協力のおかげ。自分一人のことではない喜びでい
っぱいです」 と話してくれました。

さん（76）沓澤勇悦
くつ ざわ ゆう えつ

保護司として
犯罪予防活動や
　組織運営に貢献

法務大臣表彰法務大臣表彰

〔駒形町〕

○と　き　平成26年1月1日㈬
　　　　　午前9時　　　開会式
　　　　　午前9時30分　スタート
○コース　市役所発着・新町折り返し（約3㎞）
○参加料　500円
○対　象　健康に自信のある小学生以上の人
○表　彰　完走証、参加賞など
○申し込み　当日午前8時30分から湯沢市役所
　　　　　　本庁舎前にて受け付け
○問い合わせ　湯沢市雄勝郡陸上競技協会
　　　　　　　照井（☎090-2887-2443）へ

○と　き　平成26年1月1日㈬
　　　　　午前9時　　　開会式
　　　　　午前9時30分　スタート
○コース　市役所発着・新町折り返し（約3㎞）
○参加料　500円
○対　象　健康に自信のある小学生以上の人
○表　彰　完走証、参加賞など
○申し込み　当日午前8時30分から湯沢市役所
　　　　　　本庁舎前にて受け付け
○問い合わせ　湯沢市雄勝郡陸上競技協会
　　　　　　　照井（☎090-2887-2443）へ

　国税庁ホームページの 「確定申告書等作成コーナ
ー」 の画面で金額などを入力すると税額等が自動計
算され、所得税、消費税の申告書や収支内訳書、青
色申告決算書などが作成できます。
　作成が終わりましたら、次のいずれかの方法で提
出してください。
1【ｅ-Ｔａｘ（インターネットで送信）】
　メリット①作成コーナーからそのまま電子申告
　　　　　　（24時間送信可能）
　　　　　②添付書類の提出省略（記載事項を全て
　　　　　　入力することで）
　　　　　③還付がスピーディー
2【書面提出】
　　ｅ-Ｔａｘの準備が間に合わない人は、メリット
　はありませんが、作成した申告書などを印刷して、
　郵送等で提出することもできます。
○問い合わせ　湯沢税務署（☎73‒5100）へ
※ｅ-Ｔａｘホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）
で詳細をご覧いただけます。

「確定申告書等作成コーナー」
をご利用ください

　平成26年度市・県民税申告相談が、平成26年2月
5日㈬から始まります。次の事項に留意し、申告に
向けて早めに収入・控除などの資料の準備や 「収支
内訳書」 の作成をお願いします。
①給与・年金などの源泉徴収票や控除の証明書はコ
　ピーではなく原本をお持ちください
②医療費控除の適用を受けたい人は、自分で金額を
　集計して領収書と一緒にお持ちください
③営業や農業、不動産の申告をする人は、必ず 「収
　支内訳書」 を作成して経費などの領収書と一緒に
　お持ちください（「収支内訳書」を作成していない
　と相談を受けられないことがあります）

　昨年分までの申告内容や年齢などから判断し、平
成25年分の申告が必要と思われる人には、1月中旬
に申告用紙や収支内訳書用紙を郵送します。また、
申告用紙が届かなくても、今年一時的に収入があっ
た人、新たに就労した人、または途中で退職した人
などは申告が必要となることもあります。ただし、
所得税の確定申告をする人は、市・県民税申告書の
提出は不要です。
　行政区ごとに相談会場や相談日、相談時間（午前・
午後の別）が決まっていますので、日程を確認の上、
ご来場ください。日程表は、広報ゆざわ平成26年1
月15日号に折り込みますので、ご覧ください。
○問い合わせ　税務課市民税班（☎73ｰ2111内線243
　～245）へ

市・県民税の申告相談
申告の準備はお早めに

　12月25日㈬が納期限の市税は次のとおりです。　
　国民健康保険税　第6期
　固定資産税　　　第3期
※納期限までに納入がない場合は、納期後20日以内
に督促状を発送します。納め忘れのない口座振替を
お勧めします。
　なお、平成26年1月1日から、地方税法改正に伴
い、延滞金の計算方法が変わります。詳しくは下記
へ問い合わせください。
○問い合わせ　税務課納税班（☎73‒2111内線241・
  242）へ

市税は納期限内に
納めましょう

　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産（事
業用資産）も課税の対象になります。
　償却資産は、事業所や個人で商店や農業などを経
営している人が、その事業のために用いる機械・器
具・備品などです。
　平成26年1月1日現在で償却資産を所有している
人や事業所は税務課へ申告してください。
　申告書用紙は12月末までに郵送しますが、新規の
申告などで用紙が必要な場合は、税務課や各総合支
所に備えていますので、ご利用ください。
　また、家屋の取り壊しをした人で、まだ届け出て
いない人は、至急下記へお知らせください。
○償却資産申告期限　平成26年1月31日㈮
○問い合わせ　税務課固定資産税班（☎73-2111内
　線246～248）へ

償却資産（固定資産税）の申告と
家屋の取り壊しの届け出について

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第20回　テーマ 「コンプレックスは行動の原動力になる」

心のリラックスタイム

11
2013.12.15

クスは、不得意なことを克服するために頑張る気持ちに
もつながるわけです。
　コンプレックスがあると、努力を重ねられる原動力に
なることもあります。それには、自分のコンプレックスに
気付いたら、否定したり、誰かのせいにしたり、過剰に反
応せずに受け止めて積極的な行動へ移すことも大事です。

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　利用を希望する人は、事前に下記までお問い合わせく
ださい。

～傾聴ボランティア“つながる手の会”によるほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
どうぞご利用ください。1月は下記の日程で行います。
時間：午後1時～3時
8日㈬　湯沢勤労青少年ホーム1階娯楽室
15日㈬　雄勝文化会館オービオンふるさとホール

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　「もう少しやせていたらよかったのに」、「考えても仕
方ないことをくよくよと考えてしまう」などと思うこと
は、誰にでもあるのではないでしょうか。
　このように自分の外見を気にしたり、性格のことで思
い悩んだりするときに 「コンプレックス」 という言葉を
使います。一般的に使うコンプレックスは、「劣等コン
プレックス」 にあたります。劣等コンプレックスは、過
去の出来事や頭の中で無意識に押し込めている記憶を指
し、悩んでいる心に潜み、行動に影響してきます。
　あなたは、コンプレックスを持っていますか。私は、
もちろん持っています。大抵の人は、気付かなくても、
自分のどこかにコンプレックスがあるのではないでしょ
うか。
　心理学では、何かを真剣に成し遂げるときにはコンプ
レックスがあった方が行動に起こしやすいといわれてい
ます。
　例えば、もともと引っ込み思案で人前に出るのが苦手
だった人が、劇団に入り、練習を重ねるうちにセリフを
言えるようになったという事例があります。コンプレッ

●人口
　 男
　 女

49,895人
23,761人
26,134人

………
………
………

（－106人）

（－44人）

（－62人）●世帯数 18,248世帯… （－17世帯）

前月比

前月比
11月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

国民年金の豆知識　Vol.5国民年金の豆知識　Vol.5国民年金の豆知識　Vol.5国民年金の豆知識　Vol.5国民年金の豆知識　Vol.5

　2年前納とは、国民年金保険料を2年分一括で口座引き落としする、割引額のより大きな納付方法で、平成26
年4月末の口座振替分から利用できます。

■平成25年度■
毎月納付（翌月末振替）
当月末振替【早割り】
6　カ　月　前　納
1　　年　　前　　納

保　険　料
　15，040円
　14，990円
　89，210円
176，700円

国民年金保険料の納付方法として国民年金保険料の納付方法として「２年前納(口座振替)２年前納(口座振替)」が始まりますが始まります!国民年金保険料の納付方法として「２年前納(口座振替)」が始まります!

《2年前納（口座振替）のメリット》
●メリット1　2年間で1万4千円程度の割り引きになる
●メリット2　2年前納分の全額が、その年の社会保険料控除の対象になる
●メリット3　口座振替を利用することにより、納め忘れを防ぐ　※２年前納は口座振替のみの利用になります。

《口座振替の申し込み》
○2年前納、1年前納、6カ月前納（4月分～9月分）⇒　2月末まで
○6カ月前納（10月～3月分）⇒　8月末まで
納付書または年金手帳、通帳、金融機関の届出印を持参の上、各金融機関または大曲年金事務所へ申し込み
※口座振替が開始されるまで、2カ月程度かかりますので、早めに手続きを済ませてください。
○問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187‒63‒2295）へ

割　引　額
－

　　 50円
1，030円
3，780円

その他の口座振替の割り引きその他の口座振替の割り引きその他の口座振替の割り引き

2013.12.15
10

　認知症は単なる老化現象ではなく脳の障がいが原因でおこる病気（症状）です。
このコーナーでは、認知症についての情報を提供しています。

スマートフォンからの
　　　個人情報抜き取りに注意！！
　スマートフォンの無料アプリケーション
（以下、アプリ）をダウンロードして動画を
見た。数日後、配信元の業者から「アプリを
ダウンロードしただろう。登録料を支払うよ
うに」とスマートフォンに電話がかかってきた。
　どうして電話番号が分かったのだろうか…
　
　アプリの中には、スマートフォンに登録さ
れた電話番号などの個人情報を抜き取る種類
のものがあります。無料だと思っても料金を
請求されることがあるので、安易にアクセス
したり、ダウンロードしたりしないようにし
ましょう。
　身に覚えのない請求をされ
ても、慌てて配信元の業者に
連絡をしたり、支払ったりせ
ず、消費生活センターにご相
談ください。

　　　　　◇湯沢地区（国道１３号より東側）◇三関・岩
　　　　　　崎・須川・高松地区
　　　　　◇稲庭町◇三梨町・川連町（久保地区）
　　　　　◇横堀・小野地区（小町の里・東山・堺１・堺
　　　　　　２）◇秋ノ宮地区
　　　　　◇皿小屋・小安・湯元・市野・羽場・中ノ台・
　　　　　　下生内・上生内・長石田

　　　　　◆湯沢地区（国道１３号より西側）◆山田地区
　　　　　◆弁天・幡野地区
　　　　　◆川連町◆駒形町
　　　　　◆院内地区◆小野地区（小町の里・東山・堺１
　　　　　　・堺２を除く）
　　　　　◆菅生・藤倉・白沢・仏師ケ沢・瀬野ケ沢・
　　　　　　板戸・若畑・貝沼・沖ノ沢・落合

■消費生活に関する相談は・・・
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（市くらしの相談課内
　☎72－0874）へ

　その他の収集品に関しては、広報ゆざわ3月15日
号に折り込んでいる“　　　　　　　　　　　　 ”を
確認してください。年度途中に転入した人について
は、転入届の手続き時に市民課住民班窓口にて、手
渡ししています。

湯沢市ゴミ収集カレンダー湯沢市ゴミ収集カレンダー湯沢市ゴミ収集カレンダー

12月27日㈮まで／
　　平成26年１月4日㈯から開始の地域

12月26日㈭まで／
　　平成26年1月3日㈮から開始の地域

湯沢地域湯沢地域
　　　　　　　　
稲川地域稲川地域
雄勝地域雄勝地域
　　　　　　　　
皆瀬地域皆瀬地域
　　　　　　　　

湯沢地域湯沢地域
　　　　　　　　
稲川地域稲川地域
雄勝地域雄勝地域
　　　　　　　　
皆瀬地域皆瀬地域

湯沢地域
　　　　
稲川地域
雄勝地域
　　　　
皆瀬地域
　　　　

湯沢地域
　　　　
稲川地域
雄勝地域
　　　　
皆瀬地域

　家族が認知症になり、大声や興奮、徘徊などの不可解な行動
をするとき、不安に思ったり、混乱したりするのは当然のこと
です。本人の失敗やできなくなったことばかりに注目している
と本人を追い込み、それらの行動がどんどん増え、家族の不安
が増える悪循環に陥ります。その一方、本人が安心して自信を
保てるようなかかわりをしてくれる人がいると、本人は見違え
るほど良い状態を見せ、家族も気持ちが楽になることがあります。
　認知症の人は、記憶や判断が上手くいかないことで、とても
大きな不安感や孤立感を抱えています。本人が何を思い、どの
ような生活を望んでいるかを正しく理解してサポートすること
で、不安なく落ち着いて生活することができるようになるので
す。
　「認知症になっても、家族だけで頑張らずに地域で支え合
う」ことを考え始めている地域もあります。家族だけで悩まず
に、勇気を出して周囲に相談してみましょう。きっと応援して
くれる人がいるはずです。

相　談　窓　口相　談　窓　口相　談　窓　口

◎地域包括支援センター
　（☎73－2111内線260～268）
◎湯沢ゆうあい在宅介護支援センター
　（☎73－8696）
◎稲川在宅介護支援センター
　（☎78－5305）
◎雄勝在宅介護支援センター
　（☎52－5210）
◎皆瀬在宅介護支援センター
　（☎58－4004）

家族が認知症になったら…家族が認知症になったら…家族が認知症になったら…
はいかい

年末年始の　　　　　の収集についてもえるごみもえるごみもえるごみ
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ゆざわの
『イクメン』
紹介！

男女共同参画・少子化対策
通信

・・・・

　育児休業制度は、原則１歳までの子どもを育てるために仕
事を休むことができる制度です。
　今、子育てを楽しむパパ＝「イケメンならぬイクメン」が
増えています。
　育児休業制度は男女共に取得できます。子育ては大変です
が、とても楽しいこと。夫婦でともに子育ての喜びを感じ、
その責任を果たしながら、働き続けられるような社会を目指
していきましょう。

パパの育児休業を応援します！

ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
使
用
に

必
要
な
手
続
き
は
？

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

無
料
で
使
用
で
き
ま
す
！

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
定
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
旗
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
用
し
て
、
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
し
ず
小
町
」
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
活
動
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と「
し
ず
小
町
」の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
は
無
料
で
す
。商
品
や
看
板
、チ
ラ
シ
、

の
ぼ
り
旗
な
ど
に
使
用
し
て
、
湯
沢
市
の
大

地
の
恵
み
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
し
ず
小
町
」
は
、
要
望
が
あ
れ
ば

無
料
で
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
出
張
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

し
ず
小
町
の
サ
イ
ズ
は
、
高
さ
百
九
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
百
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
す
。
し
ず
小
町
が
動
く
こ
と
の
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

①
使
用
承
認
申
請
書
と
商
品
な
ど
の
企
画
書
、

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
提
出

②
推
進
協
議
会
で
申
請
の
内
容
を
確
認
し
、

　

使
用
承
認
書
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
デ
ー
タ

　

を
申
請
者
に
送
付

③
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
を
使
用
し
た
完
成
品
を

　
「
し
ず
小
町
」
は
、
九
月
十
七
日
か

ら
十
一
月
八
日
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
た

『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
』

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
得
票
数
四
百
三
十
四
票
で
、

総
合
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ラ
ン
キ
ン
グ
千
百
七

十
九
位
（
千
五
百
八
十
体
中
）
で
し
た
。

　

結
果
は
少
々
残
念
で
し
た
が
、
こ
れ

に
め
げ
ず
、
今
後
も
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

提
出

※

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.yuzaw

ageopark.com
/

）

に
詳
し
い
申
請
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
、
い

く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
推
進
協
議

会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
こ
れ
ま
で
の
使
用
例
】

　

日
本
酒
の
ラ
ベ
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
お

菓
子
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
秋
田
県
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
な
ど

◆うどんエキスポでＰＲ活動中の「しず小町」

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
73
２
１

　

１
１
内
線
６
４
３
・
６
４
４
）

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３

「
し
ず
小
町
」に

　
　

投
票
あ
り
が
と
う
！

　湯沢市男女共同参画センター「はあとぴあ」は、12月28日㈯から平成26年1月
5日㈰まで、施設設備点検および年末年始休業のため休館となります。
※ファミリーサポートセンターは、年末年始【12月29日㈰～1月3日㈮】が休館
となります。△

問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室（☎73‒2111内線438）へ

はあとぴあ休館のお知らせ  ―  年末年始・施設設備点検

　湯沢ロイヤルホテルでは、状況に応じて１歳6カ月まで
育児休業が取得可能な就業規則となっています。菊地さん
の育児休業取得の様子は、県の男女共同参画情報誌「ラ
ヴィータ」８４号にも紹介されました。

　育児休業としては、２１日間取得しました。
　第２子の出産時に、妻が出産まで入院することに
なり、職場に相談して上の子どもの世話をするため
に育児休業を取得することにしました。
　一人で面倒を見るのは大変でしたが、結果的には
子どもへの愛情が深まり、妻も無事に第２子を出産
しました。

株式会社協同企画湯沢
ロイヤルホテル勤務

　きくち　　みつる

菊地允瑠さん（34）

　平成25年度「あきた子育て応援企業表彰」を受賞してい
るいなかわ福祉会は、子育てサポート企業として厚生労働
大臣の認定を受け、次世代認定マーク（愛称：くるみん）
の使用を認められている事業所です。

　仕事を終えてからの育児と、一日中育児をすると
いうことの違いが分かりました。
　日中、妻がどれだけの労力を子どもに注いでくれ
ているのか、子どもがどれだけ感動を与えてくれて
いるのか。これから子育てをしていく上で、糧にな
るものを学んだと思います。

社会福祉法人いなかわ
福祉会勤務

　さとう　たつのり

佐藤辰則さん（32）

。。

ざざざ
い
ま
し
た
。

来年も参加します。
応援よろしくね！
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歴史と文化を味わう
国登録有形文化財山内家住宅一般公開

　11月4日、国登録有形文化財の山内家住宅（吹張）の初と
なる一般公開が行われました。これは、市内にある伝統的・
歴史的建造物の保存と活用を図ろうと行われたものです。
　山内家住宅は、呉服商を営んだ山内家が昭和6年から9年
にかけて建てた、市内の町屋建築を代表する建築物。平成19
年に国登録有形文化財になりました。
　公開は１階旧店舗部分でしたが、入り口にはお茶席が設け
られ、市内外から訪れた約300人は、お茶を飲みながら雰囲気
を楽しんだり、店舗内を興味深げに見物したりしていました。

転倒しない体づくり
湯沢市介護予防講演会

　11月15日、㈻日本体育大学・日体大総合研究所所長の武藤
芳照さんを講師に招き、「転ばぬ先の杖と知恵～転倒・骨折・
介護予防の心がけ～」と題した講演会が湯沢グランドホテル
で開催されました。会では、齊藤市長が「一人一人、介護予
防の必要性を理解することが介護予防の第一歩」とあいさつ
した後、講演会が行われました。武藤さんは、「転倒は命に
対する体からの黄色信号」と話し、転倒予防の7カ条が披露
されました。また、実技を交えた説明もあり、参加者は時折
笑いながらも、熱心に聞き入っていました。

▶
お
茶
と
歴
史
あ
る
建
物
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
来
場
者

◀
ア
シ
ス
タ
ン
ト
2
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
歩
き
方
の
説
明

まちづくり・地域活動を披露
第2回地域自慢っこ交流会

　11月17日、第2回地域自慢っこ交流会が湯沢グランドホテ
ルで開催されました。会では、5団体が地域での活動、ボラ
ンティア活動の発表を行いました。その後、ＩＩＨＯＥ（人
と組織と地球のための国際研究所）代表者の川北秀人さんを
講師に招き、「行事から事業へ～「小規模多機能自治」で地
域を守り、育てる」と題した講演会が行われました。川北さ
んは、「自慢っこ交流会は地域づくりを学べる場としてほし
い」と訴えていました。参加者は今後の活動の参考にしよう
と、メモを取り、真剣に聞き入っていました。

降雪に備え
安全祈願祭・除雪出動式

　11月22日、安全祈願祭・除雪出動式が除雪業務受託業者や
市長をはじめとする市関係者など約80人が出席して、湯沢雄
勝広域交流センター北側駐車場で開かれました。
　作業中の無事故を祈願した神事の後、出動式が行われ、齊
藤市長から「市民サービスに努め、安全第一で頑張ってほし
い」と訓示がありました。また、除雪機械オペレーターが除
雪車4台のエンジンを始動させ、回転灯やブレーキランプな
どを点検しました。

▶
各
団
体
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀
除
雪
機
械
を
始
動
さ
せ
、
点
検
し
て
い
ま
し
た

▲物産市、軽食コーナーに訪れた人が列をつくっていました ▲命綱の結び方を学ぶ参加者

練習の成果を200人に披露
巡回公演事業ー演芸講演

▲2週間という短い練習期間でも、観客からしっかりと笑いをとりました ▲協定書に署名した齊藤市長と武井雅昭港区長

む　とう

よし てる

かわ きた ひで　と

はや し こ ばなし

　11月19日、公益社団法人落語芸術協会による演芸公演が
須川小学校を会場に行われました。これは文化庁の次代を
担う子どもの文化芸術体験事業として行われたものです。
　この日は、同校と三関小学校児童、須川中学校生徒、地
域住民など約200人を前に、落語家から指導を受けた5年生
3人がお囃子を、6年生3人が小噺を披露。落語家や曲芸
師もそれぞれ芸を披露し、会場は大いに盛り上がりました。

地球温暖化防止に貢献
間伐材などの国産材の活用に関する協定を締結

　11月1日、市と東京都港区は、間伐材を始めとする国産
材の活用を通じて、日本の森林整備を促進し、森林の二酸
化炭素吸収量を増大させることにより、国内林業の活性化
および低炭素社会の実現に貢献するために協定を締結しま
した。この締結により、市から産出される木材（協定木材）
または当該木材から生産された木材製品が建築主に供給さ
れることになります。

たけ　い　まさ あき

秋の味覚満載
皆瀬紅葉まつり

　11月3日、これまでの軽トラ市に物産市やゲームコーナー
などを加えて、皆瀬開発総合センター北側グラウンドで、
皆瀬紅葉まつりが行われました。当日は、軽トラックに天
然のキノコ、野菜、果物などが並べられて販売され、家族
連れでにぎわっていました。また、ゲームコーナーでは、
丸太切り競争、まき割り競争、米の重量挙げ競争などが行
われ、参加者は悪戦苦闘しながらも楽しんでいました。

安全に雪下ろしするために
雪下ろし事故防止講習会

　11月26日、雪下ろし事故防止講習会（湯沢警察署主催）
がふるさとふれあいセンターで開催され、地元住民約40人
が参加しました。会では、命綱の結び方として、「もやい
結び」と「巻き結び」について湯沢雄勝広域消防本部の職
員から学びました。参加者は手順を聞きながら、何度も練
習をしていました。また、屋根に上る際の2連はしご、家
庭用除雪機の安全な使い方についての講習も行われました。

もみじ
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▲11月22日、除雪作業安全祈願祭

74,530

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

11月分

合　　　計 6

3 42,530接　遇　費 一般県道稲庭高松線藤倉工区開通
祝賀会御祝金　ほか

第4回こまちイブニングサロン

湯沢北部自治協議会健康交流会への
市長賞寄贈

0 0餞　　　別

20,0001慶　弔　費 香典

0 0贈 答 品 代

1 2,000行事出席等の会費

1 10,000協　賛　費

市長日誌（11月）

交際費報告

1日（金） 「間伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定」
調印式（東京都）

5日（火） 第12回「最上を拓く高規格道路」建設促進合同大会（新
庄市）

6日（水） 平成25年度第2回秋田県・市町村協働政策会議総会、平
成25年度秋田県知事と市町村長との行政懇談会

7日（木） 幡野地区自治協議会「市長との対話集会」

3日（日） 美しの郷ゆざわまるごとマーケット、湯沢中央ブロック
自治協議会「敬老会及び交流会」

12日（火） 臨時議会、農政懇談会

8日（金） 平成25年度湯沢市社会福祉大会、第4回こまちイブニング
サロン

14日（木） 首都圏企業訪問・秋田県選出国会議員と秋田県市長会と
の懇談会（東京都）

16日（土） 多機能型事業所かざぐるま新築工事安全祈願祭
17日（日） 第3回沢かずおチャリティーショー、第2回元気の出る

まちづくり「地域自慢っこ交流会」
18日（月） 下水道に関する市町村長意見交換会（酒田市）
19日（火） 岩崎地区自治会議「市長との対話集会」
20日（水） 県道稲庭高松線藤倉工区安全祈願祭・開通祝賀会
21日（木） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会、林活議連全市町村

議会結成記念祝賀会
22日（金） 道路関係要望会、除雪作業安全祈願祭、日独交流中学生

派遣事業訪問団報告会
25日（月） 水曜会、湯沢市酒造好適米品評会授賞式、湯沢市酒米生

産者大会
27日（水） 東北中央自動車道建設促進要望活動（東京都）
29日（金） 湯沢市都市計画審議会、定例記者会見、財務行政懇話会

15日（金） 介護予防講演会、湯沢商工会議所設立25周年記念会員大
会

　

先
日
開
催
し
た
「
介
護
予
防
講
演
会
」
の
講
師
で
あ
る
武
藤
芳
照
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵
」
は
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。「
難
し
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
こ
と
を
よ
り
深
く
」

と
い
う
の
が
モ
ッ
ト
ー
だ
そ
う
で
、
当
日
三
百
人
超
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
納
得

さ
れ
、
大
変
た
め
に
な
っ
た
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
の
現
代
、
老
化
・
病
気
・
運
動
不
足
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
は
、

「
す
べ
る
・
つ
ま
ず
く
・
落
ち
る
」
を
招
き
、
そ
れ
が
原
因
で
転
倒
、
骨
折
、
入

院
、
そ
し
て
要
介
護
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
老
化
は
脚
か
ら

で
す
。
介
護
予
防
の
た
め
に
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
、
普
段
の
生
活
で
の
知
恵
・

工
夫
で
、
年
々
衰
え
る
脚
の
老
化
を
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

転
倒
予
防
の
い
ろ
は
か
る
た
を
紹
介
す
る
と
、
「
使
っ
て
な
い
と
錆
び
て
く
る
、

錆
び
た
ら
な
か
な
か
動
か
な
い
」
、
「
ね
ん
ね
ん
コ
ロ
リ
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

転
倒
ふ
せ
い
で
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
、
「
何
も
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
落
と
し

穴
、
使
わ
ぬ
足
腰
、
衰
え
転
倒
」
、
「
見
た
目
よ
り
、
段
差
は
高
い
ぞ
、
脚
あ
げ

よ
う
」
、
「
膝
と
腰
、
し
っ
か
り
伸
ば
せ
ば
転
ば
ぬ
姿
勢
」
な
ど
。

　

人
は
皆
、
老
い
て
体
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
便
利
な
現
代
、
人
を
頼
り
す
ぎ
、

他
人
任
せ
に
ぬ
く
ぬ
く
と
楽
な
生
活
を
し
て
い
る
と
、
心
と
体
は
弱
く
な
る
ば
か

り
で
す
。
転
ぶ
の
も
、
や
は
り
自
分
の
不
注
意
で
す
か
ら
、
他
人
の
せ
い
に
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
な
ぞ
な
ぞ
に
、
「
朝
は
四
本
脚
、
昼
は
二

本
脚
、
夜
は
三
本
脚
で
歩
く
動
物
は
何
か
。
」
、
「
そ
の
答
え
は
人
間
。
」
と
言

う
有
名
な
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
人
間
、
老
い
て
は
杖
が
必
要
と
な
る
も
の
で
す
が
、

自
分
の
脚
だ
け
で
歩
け
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
普
段
か
ら
、
介
護
予

防
の
訓
練
だ
と
思
い
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
し
て
自

分
で
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身
で
心
掛
け
、
体
を
動
か
し
、
常
に
鍛
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
国
の
厳
し
い
冬
の
到
来
で
す
が
、
無
理
を
せ
ず
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が

ら
、
必
ず
訪
れ
る
春
を
信
じ
、
み
ん
な
で
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

む

と
う
よ
し
て
る
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11月30日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

11.16
11.16
11.17
11.19
11.23
11.24
11.24
11.24
11.26
11.27
11.29
11.29
11.29
11.30

80
86
87
89
79
99
89
82
88
89
90
79
97
80

2013.12.15

御嶽町第２
下　　　町
上 二 井 田
森　　　合
横　　　山
柳　　　田
杉沢裏第１
新 山 田 西
外　ノ　目
久　根　合
外前森第１
愛宕町第２
緑　　　町
柳 町 第 １

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

80
87
86
80
86
77
75
85

日登志
幸　作
梶　子
勝　子
寛
茂　良
克　征
栄　悦

11月30日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

なおたか

ち　ゆ

ゆうま

り　こ

あ　お

じょういち

　　　れい

由 利　直 孝くん

佐 藤　千 優ちゃん

鈴 木　悠 雅くん

佐 藤　理 心ちゃん

大 越　葵 央くん

佐 藤　城 一くん

石 川　　 怜くん

11.13

11.13

11.13

11.15

11.18

11.23

11.24

上　八　幡

深 堀 １ 区

六 日 町 上

西 二 ツ 橋

中 野 町 １

荒　　　町

明　　　戸

貝　　　沼8211.18

敬三郎
俊　彦
兵　次
信　博
ハマ子
幸　夫
重　隆
晃　一
章
幸　雄
房　雄
悦　子
重　雄
成　子

稔幸さん・聡子さん

千代志さん・由美子さん

雅貴さん・久美子さん

智幸さん・清香さん

誠さん・あゆみさん

哲也さん・玲さん

桂吾さん・理美さん

本　人佐 藤 チヤエさん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

81
87
83
85

礁　観
梢
安　廣
美喜子

糯 田　　 豊さん
山 脇　民 良さん
吉 田 賢次郎さん
藤 田　幸 市さん
古 田 慶三郎さん
髙 橋　  雄さん
近 藤　ヤ ヱさん
杉 谷　重 雄さん
菅 原　ミ サさん
遠 田　ミ ヱさん
宮 原　ノ ブさん
田 中　榮 作さん
石 川　保 造さん
蛭 田　　 實さん

川　　　連
大　　　倉
大　　　倉
百　目　木
百　目　木
岩　　　城
八　面　２
上　久　保

髙 橋　　 　さん
遠 藤　ト ミさん
髙 橋 傳一郎さん
佐 藤 賢一郎さん
佐 藤　幸 司さん
小野寺 良 一さん
沓 澤　征 作さん
石 垣　岩 吉さん

11.19
11.19
11.22
11.22
11.23
11.23
11.24
11.25

小沢（上院内）
水　　　口
山　　　岸
常　盤　町

11.15
11.19
11.21
11.23

佐 藤　ミ サさん
門 脇　ソ ヨさん
藤 𠩤 トクヱさん
会 田　喜 平さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

そ　ら

はるや

ひさなり

りょうた

山 田　葵 空ちゃん

樋 渡　晴 哉くん

佐 藤　久 誠くん

佐 藤　椋 太くん

11. 6

11.10

11.11

11.14

八　面　１

日　吉　１

西　　　町

横　小　路

和典さん・誠子さん

晶洋さん・まゆみさん

誠さん・智子さん

岳太さん・瑛利香さん



「広報ゆざわ」を会社やお店の
宣伝に利用してみませんか
　市では、新たな財源を確保するとともに、市民サービスの
向上と地域経済の活性化を図るため、「広報ゆざわ」に有料
広告を掲載しております。
　会社やお店の宣伝にぜひご利用ください。

●詳細・問い合わせ
〒012-8501　秋田県湯沢市佐竹町１番１号
湯沢市役所総務企画部総務課文書広報班
TEL：0183-73-2111　FAX：0183-73-2117
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標準枠標準枠

広報
■発行日／2013.12.15
■発行／湯沢市　■編集・デザイン／総務企画部総務課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-73-2111、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city-yuzawa.jp　　■市長へのメール／shicho@city-yuzawa.jp

このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。
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